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【講話の概要】 

〇LGBTQをテーマとした人権啓発DVDについて 

 

〇LGBTQフレンドリー度チェック(福岡県RAINBOWガイドブックより) 

 

〇性的少数者に対しての人権問題 

 

〇LGBTQとは？ 

・IDAHO～多様な性にYESの日～ 

・6 月プライド月間、ストーンウォールの反乱(1969.6.28) 

・カミングアウト、セクシャリティの公表について 

 

〇トランスジェンダー、ノンバイナリー、クィア、性同一性障害 

・トランスジェンダー当事者の苦痛(制服、外出先トイレ) 

 

〇世界、国、自治体の状況から 

・SDGsのモットーに含まれる 

・福岡市パートナーシップ宣誓制度(2018九州初) 

・同性婚訴訟・5地裁の判断 

・同性婚を認める国や地域 

・LGBT理解増進法施行 

・ジェンダーアイデンティティの意味 

・アメリカ性別欄に“X” 出生証明書の改定(2017)、パスポートの改定(2021) 

・性同一性障害特例法(2004)、戸籍の性別変更1万人を突破 

 

〇レインボープライド(福岡は 11月開催) 

・福岡市内を中心に活動する LGBTQ関連団体 

 

〇LGBTQを取り上げたテレビ番組から 

 

〇性のありようは無限の多様性であり、自分事として問い続け、共に生きていくことができる社会に 

 

 


